■■■■■■神保町すずらん祭り・読書権セミナー
点字アピール　２０１4年版　未来へ点字をつなげる宣言
　　

期日：２０１４年５月３１日

会場：Viva神保町(千代田区神田神保町)　
　　　　　　　「夢は情報バリアフリー　～読むこと・生きること～」　
第1部 :  座談会にて
　　　　※ 本日のプレゼンテーションの内容は後日、次のサイトにアップされます。
    [image: image1.png]


 http://urx.nu/8DeB
監修　岩井和彦
文責・編集　[image: image2.png]= VP-4 5751 24— X Real Equality Felds ]




プレゼンテーション　筑波技術大学　学生サークル　ＷＯＷ
プレゼン原稿
１０分
(大和田)

これから、私達の意思と気持ちを、私達の方法で表します。
プレゼンテーター
（それぞれ）

音声日本語　点字使用者　さとう　かずき
音声日本語　点字使用者　えんどう　あかね
音声日本語　点字使用者　くりもと　なおのり

日本手話　墨字使用者　おおくぼ　じゅんいち
日本語対応手話　墨字使用者　はた　のぶよし
音声日本語　拡大墨字使用者　おおわだ　ゆきひさ　
（大和田）
■第一の宣言　
―――――――文字宣言EQ \* jc2 \* "Font:MS UI Gothic" \* hps26 \o\ad(\s\up 25(ー),―)――――――
（遠藤）

日本点字は正統な日本語の文字です。
横に二つ、縦に三つのつぶらな六つの星のような文字、ブライユを知っていますか。文字の名前「ブライユ」は、実際に約200年前に生きていたブライユという人の名前からとりました。
フランス、パリ近郊の小さな村に生まれたルイ・ブライユは、５歳の時に目が全く見えなくなりました。
そして、１５歳の時に自ら、指で読むつぶらな点でできた文字を開発し、やっと文字を自分のものにしたのです。1824年のことです（注１）。
それから66年たった1890年11月1日、この星のようなつぶらな文字は、日本の教師、石川倉次によって日本語を表せるようになりました。
このつぶらな六つの星のような文字ブライユB､ r､ a､ i､ l､ l､ e は､英語ではブレイルと読みます。日本では点字と名前がつけられました。　
そして、今、点字は私たちの文字です。

（佐藤）
科学技術の進歩により文字が電子データ処理される現代においては、文字認識を音声メディアとして利用することが可能となり、目の見えない人、見えにくい人の情報バリアが、ここ数十年のうちにいくつも解消されました。
ところが、いいことだけではなかったのです。
最近のことです。
ある社会的立場にいる人の口からこんな声が響いてきたのです。
「点字資料、ありません。音声メディアがあるからいいでしょう」
　　
はたして1824年にフランスで生まれた点字は役目を終えたのでしょうか？
・・・・・・
（全員）
　「いいえ、点字は私たちの文字です」
（遠藤）

岸博実のポエムより 「つぶつぶ、つぶら」
点字は、指で読みます。
点字は、目でも読めます。
点字は、唇でも読めます。
点字は、読書にぴったり。
点字は、メモが得意です。
点字で、名刺を作れます。
点字で、手紙も書けます。
本にもなります。
CDのラベルにも。
投票だってオッケー。
新聞にも、教科書にも、辞書にもなります。

つぶつぶ、つぶら。

（全員）

　点字は「読みたい！」願いを叶えます。

「書きたい !」気持ちを実らせます。
「支えたい !」思いも受けとめます。
（遠藤）

つぶつぶ、つぶらの。
つぶつぶ、ちゅぷちゅぷ、
ちっちゃな　わたし「こんにちは」

(佐藤)

盲導犬による歩行の指導員、多和田悟は、次のように言っています。
目の見える私は、小学生の頃、図書館で点字の本８５０冊と出会い「点字を、自分の文字として読む人がいるんだ」と知りました。そして１５歳の時に「点字訳をやってみよう」と、自ら点字を学び始めたのでした。
日本点字は日本語の文字です。しかし、少数派です。点字は、多数派の目で見る文字よりもその価値が低いというのであれば、日本語こそは世界７０億人の中において、１億数千万人だけが使う少数派の言語だという現実はどうなるのでしょうか。言語や文字の価値は、使用する人の数で決まるものではありません。私達日本語を使用する者にとっては、自らの言語、日本語こそが私達の言語なのです。それは、点字使用者にとっての点字においても全く同じです。　　
――――――――――――――――――――――――――――――――

（遠藤）
点字は、目で見る文字と比べ、その価値と大切さは、全く同じです。
（佐藤）

点字を使用している盲ろう者にとっては、点字こそが情報の窓口です。
（全員）
この世界中で、点字使用者がたった一人でもいる限り、永遠に、大切な
大切な文字として、点字は情報を伝える「私たちの文字」です！
（大和田）
■第二の宣言　
―――言葉の宣言、命と魂の宣言―――
(遠藤)
ヘレン・ケラーは振り返っています。
「言葉というものがあるのを、はじめて悟った晩。

ベッドの中で、私は嬉しくて嬉しくて
この時生まれて初めて、早く明日になればいいのに
と、思いました。」
更にヘレンは、
「私の考えを書き記せば、文字が私の魂の体となる」

と表現しています。
（佐藤）

情報には、社会的な連絡などが即座に入るだけではなく、より重要なことがあります。それは、心を磨く、心を豊かにする情報こそが、必要な情報として、その人に入ることです。
（大和田）
このことは、一人の人の人生を、大きく変えるほど重要です。その人の人生が変わる可能性を秘めていながら、情報伝達の方法が保障されていないという事で、その人のそばを通り過ぎていってしまったであろう情報の多さに、心が痛みます！
(遠藤)

だから、点字を使っている人には、点字なのです！
（全員）
点字、一点一点に込められた情報は命です！
（佐藤）

それは、他の言語でも文字でもメディアでも同じです！
その方法を使っている人が、少数になればなるほど、保障され、整備されなければならないと、強く思います！

誰もが、このことに意識を向けることを願います。それは、一日２４時間の中で、１時間でも30分でも、たとえ一分でもいいんです。
（大和田）

これは、社会が一刻も早く実現しなければならない、人の命と魂の課題です。
（遠藤）

たった一言であっても、言葉は、人生そのものを変える事があります。  

(全員)
読むこと、生きること！　情報は命です！

（遠藤）

私たちは今、点字があることにより、ルイ・ブライユの命と魂に、時を超えて出会うことができます。
ルイ・ブライユは点字について次のように言っていますが、私たちも全く同じ気持ちです。同感です。

（佐藤）

「意思を伝え合おうとすることは、もっとも広い意味で、知識を求めることであり、これは私たちが、目の見える人から、より劣った人間として軽蔑されたり、導かれたりしないですむようになるために、非常に大切なことです。私たちは、哀れみはいらないし、弱い人間なのだと思い知らされる必要もありません。他のすべての人と対等に扱われなければならず、意思を伝え合うことによって、それが可能になります。」　　　
ルイ・ブライユ

２０１４年５月３1日
　　　監修　岩井　和彦
（大久保）　これで終わります。
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